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第20回　建築・住宅技術アイデアコンペ募集中

インキュベーション委員会 委員長
柳橋 邦生

　本コンペは、会員の皆様から建築・
住宅技術に関する研究テーマを募集す
るもので、今年で20回を迎えます。こ
れまで多数の応募をいただいており、
そのジャンルは建築物の安全・安心に
関する技術をはじめ、環境性能に関する技術、居住空間の快
適性、エネルギー、空調、建築構造、建築材料、改修技術、
ロボットをはじめとする新技術など多岐に及んでいます。応
募いただいた内容も、核となるアイデアを元にしたものもあ

れば、周辺技術の調査から始めるもの、技術コンセプトを議
論するものなど多種多様です。応募いただいた多くは、会員
企業の方を募って研究会を組織し、対象とする技術の動向調
査や分析、提案技術の詳細検討、外部から講師を迎えた討論
会など様々な活動に繋げていただいています。
　近年では、スマートシティや脱炭素、建設におけるDXを
はじめ、単一の企業では中々解決できない社会的課題が山積
しつつあります。また、建設関連産業がまとまって標準化を
図っていくべき技術課題もまだ多数あります。本コンソーシ
アムの役割のひとつである「研究開発の共通基盤（プラット
フォーム）」という機能を活かし、この機会に是非皆様から
の積極的なご応募を期待しています。

特集 ： 建築・住宅技術アイデアコンペ

【提案テーマ】
　「建築・住宅技術アイデアコンペ」は、建築・住宅技術に関する
研究開発テーマの提案競技です。研究開発テーマの提案は、建築・
住宅技術に関連する内容であれば、分野は問いません。

【応募分野・提案の例】
・デジタルトランスフォーメーション（DX）
・生産性向上
・人間や環境に関わる研究
・防災・安全・災害対応
・カーボンニュートラル社会の実現
・環境問題解決やSDGs達成
・地球規模のリスク回避のための「新しい生活様式」
・現在の社会課題に対応する政策・制度・社会システム
・国際競争力を高めるような技術の企画・標準・基準等
・将来の夢のような提案

【募集締切】
2023年１月６日（金）17：00まで

【応募資格】
正会員、準会員、学術会員
※一般の法人、大学教員の方等も入選後の入会を条件に応募で

きます。
【審査】
・一次審査会：2023年１月23日（月）、提案図書による書面審査

を行います。

・二次審査会：2023年２月17日（金）、一次審査通過者がプレゼン
テーションを行い、審査委員が新規性、実用性、
異業種関連度、建築や社会に対するインパクトの
各側面を採点します。

【賞金】
・最優秀賞：総額20万円 
　　　　　　（研究会支援費加算と図書カードに配分可能）
・優 秀 賞：総額10万円
　　　　　　（研究会支援費加算と図書カードに配分可能）
・審査員特別賞 ：３万円（図書カード）
・佳　　作 ：２万円（図書カード）
・参 加 賞 ：１万円（図書カード）

【過去の受賞作品】
　歴代のアイデアコンペ入賞作（第
１回～19回）をホームページで公開
致しております（画面右欄の“アイ
デアコンペ受賞作品”）。アイデア
創出のご参考にして下さい。

【詳細はこちら】
https ://conso. jp/news/dtl .
php?newsSEQ=888

◆応募テーマについての研究会の立ち上げは必須ですか？
→研究会の立ち上げを大いに期待していますが、必須ではあり

ません。
◆大学の先生が応募メンバーに加わることは可能ですか？

→学術会員、又は会員入会予定の方であれば可能です。
◆１法人から複数の応募は可能ですか？

→可能です。
◆二次審査での発表時間は何分ですか？

→発表時間は10分以内でお願いします。 
◆審査員はどのような方ですか？

→建築研究開発コンソーシアム会長と委員会メンバーです。

よくある質問Q&A

◆研究会の活動期間、開催頻度はどの位ですか？
→活動期間は原則１年以内、最大３年まで延長可能です。開催

頻度は、年に６～12回程度です。
◆研究会での活動成果を問われるのでしょうか？

→年度末・終了時に、活動成果を簡潔に記載した報告書を提出
いただきます。活動成果としては、論文公表、研究課題の整理、
さらには調査・情報交換といった勉強会的なこと等も含まれ
ます。

◆研究会支援費の他に助成制度はありますか？
→最大100万円の研究助成制度があります。
　応募期間は例年３月末～４月下旬頃を予定しています。



過去のアイデアコンペ受賞者の応募動機・感想インタビュー及び研究会活動内容

昨年度の受賞作品紹介

簡単に移設して継続利用が可能な
「移動式小規模建築物」に関する研究

大和ハウス工業株式会社　岡崎 浩徳

◆研究概要
　研究の目的は、安全で良質な移動空間
を普及させるために、簡単に設置・移設して継続利用可能
な「移動式小規模建築物」を新たに定義し、その基準・法
令等の具体案をまとめることです。随時かつ任意に移動で
きるトレーラーハウスのような車両タイプは建築基準法の
対象外ですが、タイヤをなくすと建築基準法の対象となる
建築物となり、設置基準が厳しくなります。研究会では、
移設を前提とした建築物を新たに定義し、具体案をまとめ
ます。なお、移動式小規模建築物は、災害時に応急仮設と
しても利用可能であり、レジリエンス向上に貢献できます。

◆アイデアコンペ応募の経緯
　私の住む旧ニュータウンでは高齢化により空き地が増
え、その空間を地域の魅力向上のため有効利用したいと
思いました。簡単に設置でき、不要になれば別の場所へ
移設し利用できる空間があれば便利だと考えました。し
かし、建築基準法では想定していない建築物であり、仮
設では期間・用途が限定され、また、常設だと頑丈な基
礎が必要となります。そこで、コンソーシアムの場であ
れば、官民・異業種で連携して取り組めるのではないか
と考え、アイデアコンペに応募しました。

◆アイデアコンペの感想
　アイデアコンペでは、新規性、実用性、異業種関連度、
社会へのインパクトで採点されます。本研究が各項目の内
容にどう合致しているかポイントを絞って説明するように
心がけました。審査では、アドバイスだけでなく厳しいご
指摘もいただきましたが、研究を進める上での課題が明確
となり、本審査でのプレゼン及び研究を進める上での一助
になりました。

◆研究会立ち上げ
　コロナ禍で総会のパネル展示がなくなり、研究会参加者
が集まるか不安でした。また、対面での研究会キックオフ
や懇親会も実施できず、不慣れなWeb会議でのスタート
となりました。Web会議では表情や雰囲気が読み取りに
くく、当初は運営に苦労しましたが、参加者が少人数とい
うこともあり、全員で議論を重ねることができました。

◆研究体制
• 住宅メーカー６名：住友林業株式会社

ミサワホーム株式会社
大和ハウス工業株式会社

• 建材メーカー１名：株式会社桐井製作所
◆研究会活動・成果等

　研究会は１～２か月に１回程度開催し、主に以下の活動
を行いました。
• 移動式建築物の事例収集と課題整理
• 研究対象とする移動式建築物について議論（車両タイプ

と建築物の比較）

2019年度優秀賞 • 関連法令の現状把握と課題整理
• 参考となる事例のレクチャーや現地調査
• 移動式建築物の具体案を設定し、特定行政庁と審査機

関へのヒアリング

　研究会で行った事例収集により、移動空間に注目が高
まっていると強く感じました。各事例では設置しやすい
車両タイプやキャンプ場への設置が多数を占めているの
に対し、研究会では、あえて規制の厳しい住宅地への通
常時の設置にチャレンジしました。
　参加企業が同業のため技術情報の扱いには苦心しまし
たが、参加者の各専門分野が異なり、違う視点での課題
抽出、解決策の検討ができ有益でした。テーマ以外につ
いても意見交換ができ、大変勉強になりました。

　（成果）
　移動式小規模建築物の普及には、住宅地での設置の容
易さが重要です。研究会では平家で10㎡（車検のように３
年ごとに検査）の建築物を対象とし、具体案を作成し法令
上の課題と提案をまとめました。
• 住宅地で離れとして簡単に設置し、多用途利用可能な

法整備が必用
• 根入れのない簡易な基礎を実現するためのガイドライ

ン作成が必用



昨年度の受賞作品紹介



CBRD News Letter　47号 CBRD 建築研究開発コンソーシアム
発行日：2022年11月30日
編　集：建築研究開発コンソーシアム 交流推進委員会
発　行：建築研究開発コンソーシアム 事務局

〒104-6204　東京都中央区晴海1-8-12　トリトンスクエア　Z棟　4階
TEL：03-6219-7127　　　FAX：03-5560-8022
E-mail：conso@conso.jp（代表）　Home Page：https://www.conso.jp/

研究企画ミーティングの紹介 研究助成制度の紹介

　研究企画ミーティングでは、会員企業や社会からニーズの高い
研究テーマを発掘するため、社会や技術の現状、将来の課題等に
ついて、建築研究所等の研究機関を中心に、会員の皆様と意見交
換を行っています。また、議論された研究テーマを研究会や共
同研究開発等へ展開していくことを活動の狙いとしています。本
ミーティングで扱うテーマは、構造、環境、防火、建築生産、材料、
住宅・都市といった様々な技術分野が一巡するよう、建築研究所
から毎年提案されています。
　ミーティングでは、各研究機関や会員企業等から話題提供がな
され、建築研究所のリードのもと、課題を共有し、具体的な検討
テーマ、研究会の進め方などを議論していきます。
　今年度で活動11年目となりますが、会員企業と建築研究所等の
研究機関が一層連携し、研究開発のプラットフォームの一つとし
て、ますます期待されています。今後の皆様のご参加をお待ちし
ております。
■2022年度研究企画ミーティング「建築生産のデジタル化実証

試験設備を用いた、目的に応じた遠隔臨場・自動計測等の技術
仕様の検討（第１回）」開催

【日時】2022年11月25日（金）14：00〜17：00
【開催方法】リアル＋Zoomでのハイブリッド開催（BHCJ講演室）
【参加資格】正会員、準会員で、建築生産デジタル化実証実験設備

を活用した実験等に関心のある実務者や研究開発担
当者

【研究企画ミーティングの内容】

　本会では、研究推進活動の一環として社会的ニーズに対応した会
員間の研究の一層の推進を図るため、重点的な研究に対する予算配
分を目的として研究費を助成します。研究助成制度は、本会の研究
会及び共同研究開発プロジェクトで、公募対象分野に該当するテー
マについて研究活動を行う際に、積極的に活用されることで、会員
のより良い成果の創出に役立つことを期待するものです。
■審査基準
１　研究目的
　・技術の基準化・体系化等の公益性のあるテーマか。
　・社会的ニーズを的確に捉えたテーマか。
　・会員間の研究の一層の推進を図るテーマであるか。等
２　成果
　・具体的かつ現実的な成果が期待できるか。等
３　研究の手法
　・成果を実現するための、実施可能な研究計画か。
　・研究期間や支出内訳は妥当であるか。等
４　関連技術の現状把握
　・研究テーマに関連する技術の現状を把握できているか。等
■ 2023年度研究助成事業のスケジュール（2022年度実績）

正 会 員
・JFEスチール 株式会社

代表者：北野　嘉久
所在地：東京都千代田区内幸町2-2-3

・株式会社 神戸製鋼所
代表者：山口　貢
所在地：兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通2-2-4

準 会 員
・株式会社 角藤

代表者：大久保　公雄
所在地：長野県長野市南屋島515

・川田工業 株式会社
代表者：川田　忠裕
所在地：東京都北区滝野川1-3-11

・ヤマネ鉄工建設 株式会社
代表者：山根　正寛
所在地：山口県長門市日置上885番地

・株式会社駒井ハルテック
代表者：中村　貴任
所在地：東京都台東区上野1-19-10

・M. C. S. STEEL PUBLIC COMPANY LIMITED
代表者：紀　乃元
所在地：70 Moo 2 Changyai Bangsai Ayutthaya 13290 

THAILAND
・日本ファブテック株式会社

代表者：野上　勇
所在地：茨城県取手市下高井1020

学術会員
・平出　　務 氏　元 国立研究開発法人建築研究所
・聲高　裕治 氏　京都大学　教授
・松下　克也 氏　元 ミサワホーム総合研究所
・松尾真太朗 氏　九州大学大学院

人間環境学研究院　准教授

内　容 時　間
ミーティング参加者自己紹介 14：00～14：20

［研究課題等の紹介］
・建築生産研究グループにおける研究課題について
・建築研究所で計画している建築生産デジタル化実
証試験設備の概要と施設整備の目論見について
武藤 正樹 氏〔建築研究所 建築生産研究G 上席研究員〕

14：20～14：50

［話題提供］
・建築生産のためのデジタル化技術について
井野 昭夫 氏〔構造計画研究所 IoEビジネス推進部長〕

14：50～15：30

休息 15：30～15：40

質疑応答・研究会立ち上げに対する総合意見交換 15：40～16：40

今後の進め方（第2回予定。研究会立上げに向けた
スケジュール、アンケート記入等） 16：40～17：00

応募テーマ 提案者
小規模建築物の「圧縮沈下」のリスク評価手法の適用性
検証実験 積水化学工業株式会社

宅地既存擁壁背面地盤の補強工法の実用化に関する研究 ミサワホーム株式会社
溶断火花が発泡プラスチック系断熱材に飛散して発生す
る火災の実態及び対策に関する実験的研究 吉岡 英樹

クリーンルームのスペック検討に資する嫌振機器の振動
許容値の検証調査 株式会社竹中工務店

非破壊検査のためのミリ波技術の活用法 株式会社熊谷組
カーボンニュートラルに向けた非住宅系建築物気密化の
ための国内基準および制度の構築の提案 大成建設株式会社

住宅の水害対策の市場性に関する研究 建築研究所
2025大阪万博での利活用に向けたリサイクルコンクリー
ト普及のための実証実験

再生骨材コンクリート
普及連絡協議会

※なお、スケジュールは変更となることがあります。ご了承ください。
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新会員紹介 （※入会順）

■ 2022年度採択テーマの紹介


